
令和７年度 秋田大学教育文化学部附属小学校 公開研究協議会Ⅱ

－授業協議会 国語科部会 次第－

期 日 令和７年１２月５日（金）

時 間 12：20～14：10

会 場 ２階・３Ａ教室

１ 開会のあいさつ（教科等主任）

２ 助言者・研究協力者・記録者・司会者・授業者の紹介

○助 言 者 熊 谷 亜希子 先生（秋田県教育庁中央教育事務所由利出張所）

○研究協力者 成 田 雅 樹 先生（秋田大学）

髙 橋 茉 由 先生（秋田大学）

○司 会 者 鎌 田 佳 佑 （本校教諭）

○授 業 者 工 藤 優 花 （本校教諭）

３ 進行についての説明（司会者）

４ 国語科の経営説明（２分）

５ 授業説明（３分）

授 業 者 工 藤 優 花

提 案 授 業 第３学年「自分だけの句集をつくろう ～春夏秋冬のくらしから～」

６ 質疑と協議（45分）

【協議の視点】

７ 提案授業に関連したワークショップ（40分）

※授業へのコメント含む

研究協力者 成 田 雅 樹 先生（秋田大学）

研究協力者 髙 橋 茉 由 先生（秋田大学）

○「トリオでリレーするコラボ俳句」を体験することを通して、鑑賞力と表現力の両方を

深めるための関連指導の方法について理解を深める。

８ 助言者から（15分）

助 言 者 熊 谷 亜希子 先生（秋田県教育庁中央教育事務所由利出張所）

９ 閉会のあいさつ

○句会を取り入れたことは、表現を吟味したり、想像を膨らませて俳句を味わったりする

子どもの姿を引き出すことにつながっていたか。


